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   補助金等の検討に関する中間報告書について 

 

補助金は、行政目的を効果的かつ効率的に達成する間接的手段として、これまで重要な役割を果た

し、行政の補完という意味からも一定の成果をあげてきたと考えられます。今後も、社会情勢の変化

や住民ニーズの変化などを踏まえ、住民や団体との協働による、効果的かつ効率的な補助制度として

いく必要があると考えます。 

 武豊町の補助金制度については、第３次行政改革において検討し、補助金等認定会議を設置し、こ

の後に発生した新たな補助金については、補助金等認定会議あるいは行政評価により必要性を確認し

整理に努めています。また、平成１６年度から１８年度の補助事業は毎年５％マイナスシーリングを

実施し削減にも努めています。現在第５次行革プランに基づき、各種補助金の適正化に向けた取り組

みを進めている中で、住民目線で補助金のあり方を検討するために、武豊町補助金等検討委員会が設

置されました。 

今年度、当委員会は、補助金等認定会議で廃止及び見直しと判定された１１件の補助金について、

現状を確認し、広く住民ニーズに沿ったものであるかなどの視点から個別に見直しの方向性を検討し

ました。ここまでの検討内容を取りまとめたので以下に報告いたします。 

 

記 

 

１ 公的資格等取得補助金 

   廃止 

    意見 対象を見直し、公務で必要な資格は予算計上し取得することが望ましい。 

 

２ 職員厚生補助金 

   廃止 

    意見 福利厚生は共済制度で実施されており、公費補助は廃止が望ましい。 

 

３ 地域活動推進交付金 

   継続 

    意見 区の活動費用として、有効活用しているので継続が望ましい。 

 

４ 原爆被災者健康診断旅費補助金 

   継続 

    意見 政策的な見地からも、法律がある以上継続する必要があると考える。 

 



５ 地域福祉サービスセンター補助金 

   継続審議 

    状況 社会福祉協議会の業務内容と重なっているサービスはないか、また補助金がなくなっ

た場合の影響を検証中。 

 

６ 在宅重度身体障害者訪問審査補助金 

   継続 

    意見 法定的な裏付けもあり、補助金以外の手法への変更も考えられないので継続が望まし

い。 

 

７ 敬老会開催補助金 

   見直し 

    意見 高齢者に対する敬意をはらう事業であり、継続する必要があると考える。高齢の概念

も変化しており、支給年齢の引き上げ、金額の引き下げの変更することが望ましい。 

 

８ 母子福祉会補助金 

    廃止方向で見直し 

     意見 交流の場という部分では、現在はこの会にかわる色々な相談事業など充実されてお

り、目的を達成している。廃止の方向で見直しが望ましい。 

 

９ 文化協会補助金 

    継続審議 

     状況 運営費補助、事業費補助について検討中。下部組織への助成について検討中。 

 

１０ 文化芸術創造支援事業補助金 

    見直し 

     意見 文化創造プラン策定から１０年が経過しており、早期の自立化に向けた具体的な取

り組みが望まれる。 

 

１１ 体育協会補助金 

    継続審議 

     状況 運営費補助、事業費補助について検討中。下部組織への助成について検討中。 


